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■見学詳細
日時　：2019 年５月１５日　１４時～１５時３０分
見学者：宮岡、押尾

■施設概要
所在地　　　：茨城県龍ヶ崎市馴柴町 1-15-1
運営事業者　：医療法人　竜仁会
病院開設年　；昭和６３年
介護医療院開設年　：平成３０年８月
転換前　　　：介護療養病床、介護医療院Ⅱ型への転換
敷地面積　　：3136.3㎡
延べ床面積　：5183.47㎡
構造規模　　：地上 4 階
設備・諸室　：厨房、機械浴、リハビリ室
併設施設等　：吾妻さくら病院（内科・外科・循環器科・　　
　　　　　　　胃腸科・糖尿病内科・整形外科・心療内科・
　　　　　　　リハビリテーション科・人工透析内科・
　　　　　　　放射線科）
定員数　　　：47 床
居室　　　　：個室　　８部屋、　２床室　１部屋
　　　　　　　３床室　３部屋、　４床室　７部屋
入居者の平均年齢：82 歳
平均要介護度：4

図２．周辺状況（Google Map　より）
JR 吾妻線中之条駅から徒歩 1 分と非常にアクセスが良
い。しかし電車は１時間に 1 本程度で遠方からのアク
セスは悪い。入居者のほとんどは近隣地区からが多い。

図１．建物外観

図３．ナースステーション
改修に伴い、壁で閉じていたナースステーションをオー
プンにし、入居者の見守りをしやすくした。

吾妻さくら病院　介護医療院は 2018 年 10 月
に群馬県で２番目に設立された介護医療院であ
る。介護医療院に転換するにあたってフロア全
体を大規模改修しており、談話スペースを設け
るなど入居者が自分の能力に合わせて生活でき
るように支援を行っている。医療と介護を同じ
施設で受けられるため入居者が安心して生活で
きる場になっている。
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■運営概要
　2018 年現在、介護療養病床の廃止に伴い、医療依存
度が高く介護施設にも入れないよう介護高齢者の退院先
の確保が喫緊の課題となっており、その課題を解決する
べく生まれた、住まいと生活を医療が支える新たなモデ
ルが介護医療院である。吾妻さくら病院　介護医療院は
介護療養病床を介護医療院に転換した事例であり、群馬
県内で２事例目である。
　吾妻さくら病院では内科や外科、整形外科、リハビリ
テーション科など幅広く診療を行っており、入居者の体
調の変化や家族の意思に合わせて医療療養病床での治療
も行っている。また、訪問診療も行っているため、介護
医療院から在宅へ戻った方の経過観測ができ、地域に根
差して医療と介護一体のケアを行っている。

■建物について　
　建物は地上 4 階建てで、1 階が外来、2 階が透析室・浴室、
３階が医療療養病棟、4 階が介護医療院である。居室は
個室、２床室、３床室、４床室があり、３床室は１．２．
４床室と比較すると狭いつくりである。そのため、入居
者の自立度等に合わせて、寝たきりでストレッチャー移
動の方は介助がしやすいように広めの３．４床室に入居し
てもらうなど使い分けている。また、基本的には居室内
のレイアウトは入居者に合わせて自由に使っており、ベッ
ドの向きなどは居室によって様々である（主に個室）。介
護医療院への転換にあたり、パーティションを設置した
が、これにより廊下側のベッドへ日光が入りにくく、暗
くなってしまうので、パーティションは天井面から 3-4
０cm 程度が板でふさがれていないものを採用している。
また、パーティションの設置によりストレッチャーを入
れにくいなどの介助面の使いにくさはある。
　吾妻さくら病院は介護医療院への転換にあたり病院内
を大規模改修を行っている。介護医療院が入っている４
階の主な改修点は①廊下を拡幅する、②閉塞的だったナー
スステーションをオープンにする、③ EV 前の病室の壁
を取り払い、病室ではなく談話ができるスペースにする、
である。特に談話スペースは日々のレクリエーションや
クラブ活動、離床できる方の食事のスペース、スタッフ
の打ち合わせの場などとして使われている。このような
談話スペースがあると入居者が集まってきて入居者同士・

図４．談話室
エレベータ前の病室の壁をなくし、談話室を設けた。
エレベータを降りてから外の景色が見える為開放的な
印象を受ける。また、ナースステーションからも見守
りがしやすい位置にある為、スタッフの方が入居者の
様子を把握しやすい。

図５．廊下
廊下の手すりを使って歩行のリハビリをする入居者も
いる。また、突き当りの窓から外を眺める入居者も見
られた。

図６．二床室
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スタッフとの交流の場にもなり、スタッフが見守りやす
いという利点がある。

■ターミナル期について
　介護医療院の特徴のひとつである「看取り」を同施設
でも行っている。ターミナル期に使える特別な居室は設
けていないが、ターミナル期になると基本的には個室に
移ってもらい、　モニター管理を行っている。そのため個
室に入居する方にはターミナル期の入居者がいるときに
は居室を移ってもらう必要があることをあらかじめ説明
している。また、入居者家族については希望があれば簡
易ベッドを用意し、入居者のベッドサイドで寝泊りをし
てもらうことが可能である。
　４階の介護医療院は時間帯によってはにぎわっている
ことがあるため、入居者の死後は落ち着いて過ごしても
らえるように２F の霊安室を使用している。

■介護医療院になるにあたって
　吾妻さくら病院は介護療養病床の廃止がきっかけで介
護医療院へ転換した。老建への転換も候補にあったが、
地域に老建がすでに２施設あること、老建の入居が３ヶ
月と期限があることより、老建ではなく、介護医療院へ
の転換を決めた。介護医療院にしたことにより、１箇所
で介護・医療の一貫したサービスを提供できるため充実
したケアを提供できる。生活施設としての意識はあるが、
ユニット型の特養と比較するとハード面での劣りはある
が、入居者の体調に変化があったときでもスピーディに
対応できることに利点を感じている。
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図６．4 階平面図

図７．個室平面図
酸素吸入等を必要としている入居者は医療用アウトレッ
トの位置によってベッドの向きは決まってしまうが、基
本的には入居者の好みによってベッドの向きは変えてい
る。

医療用アウトレット

図８．2 床室平面図

凡例

図９．3 床室平面図 図１０．4 床室平面図

：ベッド
：衣装ケース
：パーティション
：カーテン


